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１．はじめに
　近年の我が国における子どもを取り巻く環境は大
きく変化し続けている。とりわけ少子化による子ど
もの生活環境の変化は大きい。この少子化に起因す
る子どもの生活の変化として、友人と遊ぶ時間の減
少、異年齢での生活体験の減少が挙げられる。人口
が集中する都市部とそれ以外の地域では素因は幾分
異なるが、全国的に同様の事象が起こっていると考
えられる。これらが引き起こしている問題として、
子どもの就学前から初等教育期における遊びによる
コミュニケーションを含む経験の不足、自然物など
様々な素材体験の不足、五感を使った各種活動の楽
しさ体験の不足が挙げられよう。
　一方で、急速な情報技術革新が進み、各方面にお
いてＩＴＣの普及は顕著である。これはスマート
フォンの利用状況や、子どもの使用方法1）から地球
上のコミュニケーション手段変動の早いことは明ら
かである。そしてＡＩ（人工知能）の進歩により人
の働き方や教育の方法が変化してきている。野村総
合研究所による「601種の職業ごとに、コンピュー
ター技術による代替確率を試算」では、「日本の労
働人口の約49％が、技術的には人工知能やロボット
等により代替できるようになる可能性が高いと推計
されました。」2）と公表されたように、ＡＩの進歩
によって生じる生活変化のスピードは携帯電話が普
及してきたこれまでの25年間と比較し、今後の25年
間での変化は大変早く、現時点では推測困難な状況
になることが予想できる。その様な現在、文部科学
省においては来るべき2018年には幼稚園教育要領
を、また2020年に小学校、2021年に中学校、2022年
には高等学校の学習指導要領改訂が予定されてい
る。その改訂内容の大旨として各校種に共通して挙
げられているのが、能動的な学びの重要性である。
これは単にどのように学ぶのかということへの応え
としてアクティブラーニングの視点を取り入れると
いうことだけではなく、生徒が得た知識や技能を活
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用して思考する力を付けることが、これからの世界
で活躍する上で必要不可欠であるという考えによる
ものである。この「能動的な学び」とは子どもが意
欲を持って取り組むことを越えて、対話を用いて能
動的に思考することを通して主体的に学ぶ姿勢を確
立していくことである。このような考え方に基づい
て図画工作科を見ると、すでにアクティブラーニン
グの視点を重要視してきた経緯があり、またこれま
でに得た知識や技能をつないで集め、自分たちの考
えを言い表したり、学んだことを振り返ったり、見
通しを立てて学んでいく姿勢を大切にしてきた。つ
まり、これからの望ましい子どもの学習観を考える
時、図画工作科の役割は大きく、図画工作科の学び
を通して学校教育で得る子どもの力を考えることは
優位性が大きいものと考えられる。
　また、2016年８月に公表された文部科学省中央教
育審議会教育課程企画特別部会「次期学習指導要領
に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）のポイン
ト」3）においては、インクルーシブ教育システムの
構築を目指し、多様性を尊重する態度の育成や、障
がいのある子どもたちとの交流及び共同学習を重視
していくことの重要性が示された。そして近年の学
校教育外の美術分野に目を向けると、障がい者によ
る美術表現はアールブリュット（生の芸術）として
国内外において高い評価を得ている。美術のオリン
ピックとも称されるベネチア・ビエンナーレ（イタ
リアで２年に一度開催され、近代オリンピックと同
様、国が出品単位である）の日本代表として、2013
年には障がいを持つ作者の立体作品が選出出品さ
れ、高評価を博した。このように、特定の障がい者
による優れた作品の評価は認められつつある一方
で、障がい者自身が美術作品を鑑賞する機会はほと
んど無く、未だ整備が不十分である。特に国内では
そのあり方の模索が始まったばかりといってよい現
状であり、今後学校教育と美術館等文化施策との連
携が望まれている領域である。
　そこで本稿では、現在の小学校学習指導要領（以
下、学習指導要領と記す）に記載されている図画工
作「目標」にある「表現及び鑑賞の活動を通じて,
感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうよう
にするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力
を培い，豊かな情操を養う」4）に注目し、内容「Ａ
表現」と「Ｂ鑑賞」とを学校外機関を交えて充実さ
せ、上述の諸課題における改善、解決の方策につい
て、2014年10月から2015年４月に筆者と岡山県立美
術館等が連携して行った実例を示し考察を深めるこ
とを目的とする。
２．国や地方自治体の文化施策
　すでに国や地方自治体において芸術家を各種学校
に派遣し、小学生と芸術作品や芸術表現、また伝統
文化の出会いの機会を創出する動きが広がってい
る。文化庁においては2014年より「小学校・中学校
等において一流の文化芸術団体による実演芸術の巡
回公演を行い，又は小学校・中学校等に個人又は少
人数の芸術家を派遣し，子供たちに質の高い文化芸
術を鑑賞・体験する機会を確保するとともに，芸術
家による計画的・継続的なワークショップ等を実施
することにより，子供たちの豊かな創造力・想像力
や，思考力，コミュニケーション能力などを養うと
ともに，将来の芸術家や観客層を育成し，優れた文
化芸術の創造につなげる」５）ことを目的として「文
化芸術による子供の育成事業」を実施している。こ
の事業では全国で毎年1,000校以上の小中学校等へ
の派遣を行っており、学校現場において浸透し、教
育活動において有用性が認められつつある。この事
業は筆者が居住する島根県においてはしまね文化振
興財団が実施窓口となり、毎年30件以上の派遣事業
を実施している。そして、本研究での活動は岡山県
と岡山県文化連盟が実施している「文化人材バンク・
学校出前講座～おかやま子どもみらい塾～」を活用
し、筆者が芸術家として小学校で図画工作科の授業
を行い、そこで誕生した形を、再度筆者の手によっ
て視覚以外の感覚でも楽しめる美術作品として構成
し、岡山県立美術館の企画展「体感の向こうに広が
る世界」（2015年３月14日～４月19日開催）の中で
広く一般公開したものである。
３．実施内容
１）小学校における図画工作科の授業実施　
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　2014年10月岡山県美咲町立柵原東小学校と同柵原
西小学校の6年生（合計3クラス）の図画工作科に
おいて、筆者は生徒に「形」、「素材」、「人」との3
つの出会いを仕掛ける授業を行った。まず生徒た
ちが日ごろ目にしていながら見逃しているであろう
「手ですくった水の形」の面白さに気付かせるため
に、手の中ですくった石膏を硬化させ、できた形を
鑑賞しあったり、言語化して発表し合ったりした。
その気付きにより、生徒は見るという行為の不思議
さと不完全さに直面することとなった。そして、子
どもたちにとって初めての素材である石膏素材が、
自らの手の中で変化することで、触覚による働きか
けが立体造形表現に直結したものであることを実感
することができた（写真１、２）。このことは学習
指導要領図画工作〔第５学年及び第６学年〕の「１
目標（２）材料などの特徴をとらえ，想像力を働か
せて発想し，主題の表し方を構想するとともに，様々
な表し方を工夫し，造形的な能力を高めるようにす
る。」の土台となる高度な発見といえ、また「２内
容Ａ表現（１）ア材料や場所などの特徴を基に発想
し想像力を働かせてつくること。」に直結する活動
であるといえる。
写真１
　生徒たちが三つの出会いに驚き、楽しみ、発見す
ることの結果として誕生した「手の中の形」を、筆
者が美術作品として再構成し、公立美術館の展覧会
において発表した（写真６）。生徒たちにとって、
自らの体験活動によって形が生まれ、また美術家の
手によって新たな表現に変化するということを実感
したことは、彼らの創造意欲を高め、自分なりの鑑
賞の楽しみ方を編み出し、美術館を自分たちにとっ
て能動的にかかわり、楽しむ場所として認識するこ
とにつながるものと考えられる。このことは学習指
導要領〔第５学年及び第６学年〕の「２内容Ｂ鑑賞
（１）ア自分たちの作品，我が国や諸外国の親しみ
ある美術作品，暮らしの中の美術作品などを鑑賞し
て，よさや美しさを感じ取ること。」を高い水準で
実現することにつながるといえる。
写真２
２）美術館での参加型体験学習「ひたすら磨いて銅
鏡を作る」　
　人間文化が進歩する過程の傍らには常に鏡の存在
があり、人間文化の歴史と鏡の歴史はほとんど同じ
といってよい。現在我々が毎日眺めるガラス製の鏡
が誕生する以前は、磨いた金属の特徴を用いた銅
鏡が長く使われてきた。本研究では2015年３月29
日岡山県立美術館にて、「ひたすら磨いて銅鏡を作
写真３
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る」と題して岡山県備前市の古墳から出土した銅鏡
をモチーフとしたオリジナル銅鏡を、筆者がブロン
ズ鋳造にて制作し、それを参加者が手で３時間かけ
て磨き、鏡にするという内容の参加型体験学習を実
施した（写真３、４）。徹底的に金属素材に向き合
い、変化させるという根気が必要な本体験活動では、
小学校の様々な学年の生徒と視覚障がい者やその他
大人が一緒に活動することで、異年齢同士の関わり
や家族以外の大人との交流、工夫の伝達、また子ど
もの素材体験の不足の克服が素材への深い関わりに
よって発生させうることを実証した結果となった。
写真４
３）博学連携シンポジウム「学校と美術館－ともに
目指すビジョンについて考える－」
　2015年３月14日に岡山県立美術館において学校と
美術館の連携活性化のこれからのあり方を考えるシ
ンポジウムが開催され、筆者は小学校への芸術家派
遣事業等文化施策や図画工作科と美術館の連携の意
義や可能性について、美咲町立柵原西小学校Ｉ教諭
とＦ教諭らと口頭発表を行った。会場には小学校教
諭をはじめ特別支援学校や中学校、高等学校の教員
も多数参加し意見の交換を行ったが、全ての校種に
おいて学校教育と美術館等文化行政との連携が生徒
の学習に有益性が認められることが確認された。特
に小学校図画工作科においては、各学年における年
間授業計画での位置付けや「ねらい」の明確化など
の活用方法や美術館等の受け入れ態勢の工夫は必要
であるものの学習指導要領の各学年「２内容Ｂ鑑賞」
に記載される内容にとどまらず、「２内容〔共通事
項〕」の習得にも有用性が高いことが示された。
４）岡山県立美術館　企画展「体感の向こうに広が
る世界」　
　2015年３月14日～４月19日の間、岡山県立美術館
において企画展「体感の向こうに広がる世界　～目
の目、手の目、心の目～」が開催された。その中で
筆者は金属素材を用いて、視覚に併せてそれ以外の
知覚（聴覚、触覚、錯覚）でも感じられる３つの空
間を作り出した。鑑賞者が作品と立体的な関わりを
しながらも平面を強く意識して楽しむ作品により会
場空間を構成した。一つ目は、作品をたたいて音を
出して楽しむ作品である。専用のマレット（バチ）
で金属部分をたたくと、その場所や力加減によって
異なる音色が響くものとした（写真５）。その聴覚
で感じる様々な音の広がりを視覚的に補完し感覚的
統合を経て楽しめるように、頭上に設置した「浮力」
を感じられる「水面」の形へと鑑賞者の視線を誘導
するものとした。ここで、小学生が作成した「手の
写真５
写真６
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中の形」を用いたわけだが、たたく時の運動イメー
ジと、音による聴覚イメージ、そして視覚イメージ
を統合させることにより、鑑賞者が空間や素材と同
化していく感覚を楽しむ作品として成立させた（写
真６）。
　二つ目の作品では、一つ目の「浮力」によってで
きる平面と呼応させるように「重力」によって強調
される「地面」に溶け出す形をブロンズ鋳造によっ
て表現した。また、鑑賞者が作品を手で触れること
で、金属特有の粘りのある優しい触感を手の中で楽
しみながら、目の前の壁に設置したロウ素材による
形と色彩を視覚的に捉え併せて作品全体を感じられ
るものとした（写真７）。
　三つ目はアルミ鋳造形態に油彩を施したものと、
鏡面状に磨かれたステンレス板の組み合わせによっ
て壁面に作品構成した。鑑賞者は確かにそこにある
作品部分と、鏡に映し出される自らの虚像を同時に
捉えることになる。鏡面である「面」は、鑑賞者が
鏡の中の空間を感じた瞬間にその存在を認知されな
くなり、存在するものと見えるものに対して我々の
知覚の曖昧さを、金属特有の反射と輝きによって感
じ取れるものとした（写真８）。
　これらの作品は、視覚という特定の感覚のみで感
じ取ることに主眼を置いた旧態依然の美術鑑賞の枠
を飛び越え、その他の感覚も駆使しながら、鑑賞者
固有の鑑賞の仕方を提供できたものと考えている。
すなわち、特定の感覚器官に障がいを持つ鑑賞者
や、大人と比較し知識や経験の少ない子どもにおい
ても、自らの持てる感覚を働かせて、自分なりの作
品鑑賞を可能にするものとなったといえよう。
４．考察
　本稿では、小学校学習指導要領改訂の方向性をふ
まえながら、各種文化施策を現行学習指導要領に示
される図画工作科「内容Ａ表現」および「内容Ｂ鑑賞」
とを連携させることで、子どもをとりまく諸課題の
克服と、これからの学校教育に求められる生徒の習
得する力がより高水準なものとなるのではないかと
いう考えの下、岡山県立美術館、公立小学校、岡山
県、岡山県文化連盟との連携の中で実施した活動に
ついて示してきた。
　「３－１）小学校における図画工作科の授業実施」
と「３－２）美術館での参加型体験学習」では、生
徒が造形素材と出会い体験することを通して、自然
素材体験、道具やコミュニケーションの経験不足、
また五感を駆使することによる楽しい体験の不足を
補う可能性を示した。また今日、生徒の家庭へのス
マートフォンの普及や、教育現場へのタブレット型
端末の導入が急速に進んでいる。そして諸外国では
「ＡＩ教師」を大学教育に取り入れた例も報告され
ている6）。このことは現在教育現場で懸念が広がっ
ている各種体験の不足を助長させる側面を含有する
ものとして危惧する必要もあろう。したがって、学
習指導要領に書かれる図画工作科の「かたち」とは、
平面的なものだけでなく、むしろ立体的なものへの
気付きや、側面や裏面を感じながら自由に変形させ
る経験の充実こそが現在の図画工作科に与えられた
責務であり、他の教科でも必要となる視点と力を習
写真７
写真８
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得することを可能にするのである。
　また、「３－３）博学連携シンポジウム」では、
改訂される学習指導要領に示されるように、これか
らの社会における学校教育ではアクティブな学習に
より得た知識や技能を活用して能動的に思考する力
を付けることが求められるのであれば、学校と美術
館等の文化行政が地域の実情に合わせて連携するこ
ともその与力となる可能性を示すことができた。ま
た新学習指導要領では「教科と領域における教育双
方の強みやよさを生かしつつ、教育課程総体の力を
発揮させて資質・能力を育成できるよう、各学校に
おける「カリキュラム・マネジメント」を促進」7）
することが明記される方向にある。各授業担当者が
年間計画の中で他教科との関係性と位置づけを明確
にし、各文化施策を活用することで生徒の現状に相
応しい取り入れ方が可能となるであろう。また各地
域によって子どもの生活・学習環境は異なることか
ら、本シンポジウムのような多様な立場からの意見
交換の場が各地域で行われることよりその地域に暮
らす生徒に適した学校教育内容の展開につなげられ
るであろう。
　そして、「３－４）岡山県立美術館　企画展」で
実現したような視覚以外の感覚でも感じ、親しむこ
とができるという特徴をもつ美術作品や展覧会の開
催は、学習指導要領「第３指導計画の作成と内容の
取り扱い」に示される「２（5）各学年の「Ｂ鑑賞」
の指導に当たっては，児童や学校の実態に応じて，
地域の美術館などを利用したり，連携を図ったりす
ること。」の範疇で多様に活用できる可能性がある
だけでなく、「２（１）個々の児童が特性を生かし
た活動ができるようにするため，学習活動や表現方
法などに幅をもたせるようにすること。」において
も、多様化する各生徒の実情に対応し高水準で実現
することにつなげられると考えられるのである。
５.おわりに
　本稿では2014年10月から2015年４月に筆者と岡山
県立美術館等が連携して行った実例を基に論考して
きた。国や地方自治体の文化施策を活用した授業を
通して、異年齢との交流の場を設けたり、多様な個
性を有する人とのかかわりを生み出したり、また美
術作品や芸術の専門家と出会う機会を創出すること
の教育的意義を確認することができた。この交流や
関わり（コト）、美術作品（モノ）、専門家（ヒト）
との出会いの中で学ぶことで、近く改訂される新学
習指導要領により示される知識・技能、思考力・判
断力・表現力、学びに向かう力・人間性を螺旋的に
習得することができるようになるのではないだろう
か。学校教育の中に文化諸施策を取り入れようとす
る際、全体の年間カリキュラムの問題、また教科と
して評価の難しさなど課題も挙げられるが、生きて
働く知識・技能の習熟、未知の状況でも対応できる
思考力・判断力・表現力等を育成し、学びに向かお
うとする力・人間性を育むために図画工作科に与え
られた責務と優位性は大きいといえる。今後も教科
の持つ特性を生かし、時代の実情に即した初等図画
工作科授業展開について研究を深めていくこととす
る。
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